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おだやかな毎日と学校行事 
 
 9 月 30 日の緊急事態宣言解除後、一気に感染者数が減少しました。「深刻な医療逼迫が

マスコミを通して一般に発信され、人々が危機感を高め、感染対策に協力してくれた」とか

「ワクチンの接種率が向上したため」とか、「気温が下がり、空調を効かせた部屋の窓を開

放し換気がよくなったことや、雨が多く外出機会が少なかったことが関係したかもしれない」

など、理由はいくつか考えられるようですが、「専門家も分からない」というのが真実のよ

うです。私たちとしては、私たちの学校で、感染予防しながら、できるだけ通常のおだやか

な毎日を送り、必要な学習と思い出に残る行事に取り組みます。各ご家庭におかれましても、

引き続き、新型コロナウイルスに感染しない、学校に持ち込まないことにつきまして、ご協

力をよろしくお願いいたします。 

 さて、10月 15日に実施した運動会（体育

科授業参観）は、今年度も低中高学年ごとの開

催となりましたが、昨年と違い、午後の部の最

初に応援の部を復活させました。これは、昨年

もできなかった応援の部を、今年も行わない

と、“州見台小の伝統が途絶えてしまうかもし

れない”という危機感をもった６年生、５年生、担当の教職員の思いが高まり、感染に気を

付けて、できる内容で応援の部を行い、それを１年生から４年生の教室へは中継で届けよう

と計画されたものです。最高学年としての６年生の思い、それを支える５年生の思い、それ

を受け取った１年生から４年生の児童たち。コロナ禍にあって、なんとか『学校の伝統』を

守ろうとしている子どもたちの思いに対し、

大きな感動を覚えました。この行事を経験し

た児童たちは、間違いなく一皮剥けて成長し

ました。学校行事には、普段の学習では獲得

できない力を身に付けるための要素が、間違

いなくあります。今後も、可能性を探りなが

ら、行事を実施して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め ざ す 児 童 像 
かしこく･････めあてをもち、すすんで学ぶ子ども 

やさしく･････優しく思いやりがあり、感謝できる子ども 

すこやかに･･･元気で、くじけず、やり抜く子ども 

授業参観について 
 
 １２月３日に学習参観があります。合わせて、学級懇談会を行います。久しぶりの参観で

すので、児童のがんばりや「人権」に関わる取組について等、交流いただきたいと思います。 
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